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報道の主な特徴
◎「あきたこまちR」に肯定的な報道が先⾏した。通常のニュー
スは、危険性を強調するニュースが先⾏しやすいが、今回は反対
運動に批判的なニュースが先⾏した。
◎NHKと秋⽥放送が早くに肯定的に報じた影響⼒はあったので
はないか。
◎⽇本ファクトチェックセンターが反対派の主張を「誤り」とし
た意義は⼤きい。同センターはリスク報道に関する判定を⾏うの
は珍しいが、明確に⾔い切った。
◎地元紙は反対派の⾔い分を載せたが、扱いは⼩さく、反対派に
共感してさらに追及する姿勢はなかった。
◎⼤⼿中央紙はあまり関⼼を⽰さず。共同通信のみが批判的に報
じた。全国版への配信はなく、全国的な関⼼事にはなっていない
■肯定的なニュースを全国へ伝えることが今後の課題か！



報道の時系列（批判的な報道は毎⽇新聞の共同通信のみか）

23 年  6 月 29 日

23 年 11 月 22 日           
23 年 11 月 27 日    
23 年  12 月 25 日   
23 年 12 月 27 日                
23 年 12 月 28 日           
24 年  4 月 25 日 
24 年  4 月 25 日      
24 年   5 月  9 日  

ウエッジオンライン「すごいコメ」（松永和紀氏） 
秋田放送「あきたこまち R とは」 
NEWS ポストセブン「画期的なコメの新品種」（清水典之氏） 
NHK「危険視する根拠のない情報拡散県注意呼びかけ」 
産経新聞「農家を中傷する誹謗中傷」 
日本ファクトチェックセンター「危険は誤り」 
秋田魁「こまち R 計画見直しを」（主に反対意見を紹介）  
河北新報「従来種 選択肢残して」（主に反対意見を紹介） 
毎日新聞「県方針に戸惑いの声 風評懸念」（共同通信記事） 
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秋⽥放送（23/11/22）冷静・肯定的



NEWSポストセブン（23/11/27）⼩学館のニュースサ
イト）＝反対運動を批判）
◎⾒出し＝福島みずほ議員らの“安全性への疑問”は妥当か
◎本⽂の締め・・・・・・⽥んぼや畑で育てている農作物の中に
も、ごく⼀部で突然変異が起きているが、それを知らずに我々は
⾷べている。DNAの⽋損を気にしていたら、⾷べるものがなく
なってしまう。
⻑年の技術の蓄積、研究の成果である画期的な新品種に、⾵評被
害や差別につながるようなレッテル貼りをする⾏為は、慎みたい
ものである。
◆取材・⽂／清⽔典之（フリーライター）
■福島議員を名指しで批判したのは⾮常に珍しく、強い意思が感
じられる



NEWSポストセブン（ネット）23/11/27



NHK（23年12⽉25⽇）県側に⽴ち、「根拠のない情報が広が
る」と反対派に批判的な報道



アゴラ⾔論プラット（23/12/27）・NHKの報道に反応。
だれが根拠のない情報を流したのか。名指しで批判。



NHK２回⽬の放送（24/3/27)根拠のない情報が広がったた
め）



産経（23年12⽉27⽇）名指しで批判



秋⽥放送（24年5⽉23⽇）肯定的。種⼦農家も顔出し



⽇本ファクトチェックセンター(23/12/28）明確に「誤り」



プレジデントオンライン（24/1/24）肯定的



地元紙・秋⽥魁はやや批判的トー
ン



秋⽥魁新報（23/12/4）。⾒出しに「不安」「疑問」



秋⽥魁の記事（23/12/8)。⼤潟村⻑は慎重派か



秋⽥魁（24/4/25）
◎記事は反対派の⾔い分を
ほぼ乗せた形。
記事＝農家や消費者が選択
できるようにしてほしい。
安全性への不安をもつ消費
者のことを考えてほしい。
消費者不在で計画が進む。
■反対派の⾔い分を載せた
記事で地元紙のゆえか。扱
いは２段⾒出しながら地味。



河北新報（24年4⽉25⽇）＝事実を淡々と報じた

◎反対運動の主張
①従来品種を続けたい農家の選
択を閉ざす。
②消費者の選ぶ権利を奪う
③県内の25市町村議会のうち、
７議会が県の計画を⾒直す意⾒
書を採択した。
■記事は、ほぼ反対派の⾔い分
を載せただけ。ただし扱いはベ
タ扱い。反対派に配慮を⾒せた
地元紙のゆえか。



週間⾦曜⽇と毎⽇新聞
批判的なトーン



印やく⽒の寄稿（24年1⽉26⽇号）



致死量で脅す



毎⽇新聞。なぜ⾵評被害の懸念？


